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Hi--
・四
月
六
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
日
間
、

「
新
入
学
児
を
交
通
事
故
か
ら
守
ろ
う
」
・:
会

A
M
-
-

・
「交
通
安
全
は
一
人
一
人
の
心
掛
目
」
の
ニ
つ
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
容
の
交
通
安
全
運
:・
会

会
:
・
動
が
始
ま
り
ま
す
。
新
学
期
を
迎
え
る
こ
の
時
期
は
、
子
供
の
事
故
が
多
く
な
る
た
め
、
・
:
会

合
:
・
新
入
学
児
を
中
心
と
し
た
子
供
の
交
通
事
故
防
止
と
シ
l
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底
、
違
・
:
A
H

A
M
-
-
-

法
駐
車
の
防
止
に
重
点
を
お
い
て
、
交
通
安
全
運
動
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

日
六
・
五
件
発
生

昨
年
(
平
成
五
年
)
発
生
し

た
市
内
の
交
通
事
故
は
、
二
千

三
百
六
十
二
件
で
、
前
年
(
平

成
四
年
)
よ
り
二
百
七
十
件
多
く

一
三
軒
増
加
し
て
い
ま
す
。
一

日
平
均
に
す
る
と
六

・
五
件
の

割
合
で
交
通
事
故
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

こ
の
う
ち
死
者
は
、
前
年
の

十
人
を
は
る
か
に
超
え
た
二
十

二
人
で
一
二

o
rの
増
加
、
負

傷
者
は
二
千
四
百
四
十
七
人
で

三
百
十
三
人
(
一
五
軒
)
の
噌

加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
で
も
交
通
弱
者
で
あ
る
お

年
寄
り
と
子
供
の
交
通
事
故
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。
子
供
の
事

故
は
、
百
九
十
八
件
と
前
年
よ

り
四

一
軒
の
増
加
、
負
傷
者
は

百
九
十
五
人
で
四
一
軒
の
増
加

で
す
。
事
故
の
原
因
は
、
歩
行

中
が
四
九
軒
、
自
転
車
乗
車
中

が
五

O
軒
と
な
っ
て
い
ま
す
。

お
年
寄
り
の
事
故
は
、
百
八

十
五
件
で
ニ
八
軒
の
増
加
、
死

者
は
七
人
で
五
人
の
増
加
、
負

傷
者
は
百
二
十
八
人
で
四
十
人

(
四
五
軒
)
の
噌
加
で
す
。
い

ず
れ
も
大
幅
に
、
増
え
続
け
て

い
ま
す
。

事
故
の
多
い
大
野
地
区

地
区
別
で
は
、
国
道
一
二
九

号
線
の
あ
る
大
野
地
区
が

一
番

多
く
、
六
百
十
八
件
で
全
体
の

二
六
軒
を
占
め
て
い
ま
す
。
二

位
は
富
士
見
の
二
百
六
十
件

(
一
一
軒
)
、
一
ニ
位
は
神
田
の

二
百
四
十
三
件
(
一

or)
と

続
い
て
い
ま
す
。
道
路
別
で

は
、
国
道

一二
九
号
線
が
一
番

多
く
百
七
十
九
件
で
全
体
の

七

・
六
軒
、
県
道
伊
勢
原
平
塚

線
が
百
七
十
一
件
(
七
・
ニ

許
)
と
続
い
て
い
ま
す
。
特

に
、
国
道
一

二
九
号
線
は
夜
間

申
の
事
故
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

年
齢
別
で
は
、

加
害
者
、
負

傷
者
と
も
に
二
十
四
歳
以
下
の

若
年
間
が
多
く
、
全
体
の
三
二

引
を
占
め
て
い
ま
す
。
死
者
は

逆
に
中
・
高
年
齢
者
が
多
く
、

十
二
人
で
全
体
の
五
五
軒
を
占

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
加
害
者
の
六
一
軒
、

死
傷
者
の
八
二
軒
が
市
内
在
住

者
で
す
。火

・
金
曜
日

は
要
注
意
日

交
通
事
故
を
違
反
別
に
み
る

と
、
歩
行
者
は
三
十
八
件
の
う

ち
信
号
無
視
が
十
件
、
飛
び
出

し
が
十
一
件
で
、
全
体
の
五
五

一
析
を
占
め
て
い
ま
す
。
車
は
、

二
千
二
百
六
十
八
件
の
う
ち
、

一
時
停
止
違
反
が
四
百
九
十
四

件
、
優
先
通
行
妨
害
が
三
百
六

十
四
件
、
横
断

・
転
回
違
反
が

思
い
や
り
の
一

交
通
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
道

路
を
利
用
す
る
人
が
お
互
い
に

思
い
や
り
と
助
甘
合
い
の
心
を

持
っ
て
行
動
す
る
こ
と
と
、
交

通
安
全
の
一
声
が
基
本
で
す
。

特
に
、
子
供
は
あ
る
こ
と
に

熱
中
し
た
り
、
ひ
と
つ
の
と
と

に
気
が
ひ
か
れ
る
と
、
周
り
の

物
が
自
に
入
ら
な
く
な
り
、
衝

動
的
な
行
動
を
起
こ
す
特
性
が

あ
り
ま
す
。

事
を
運
転
す
る
人
は
、
子
供

が
自
に
入
っ
た
ら
、
ス
ピ
ー
ド

を
落
と
す
な
ど
の
安
全
確
認
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
新
入 * 

百
八
十
件
、
横
断
歩
行
者
妨
害

違
反
が
百
四
十
件
と
続
い
て
お

り
、
四
つ
で
半
数
を
占
め
て
い

ま
す
。
特
に
交
差
点
で
の
事
故

が
ほ
と
ん
ど
で
、
全
体
の
七
七

軒
を
占
め
ま
す
。

時
間
帯
で
は
、
午
後
二
時
か

ら
八
時
ま
で
の
通
学

・
通
勤
に

よ
る
帰
宅
時
間
が

一
千
二
十
四

件
で
、

全
体
の
四
三
軒
を
占
め

て
い
ま
す
。

曜
日
別
で
は
、
火
曜
と
金
曜

が
著
し
い
増
加
を
示
し
て
い
ま

す
。
火
曜
日
は
、
三
百
九
十
六

件
で
前
年
よ
り
百
二
十
六
件
の

増
加
、
金
昭
日
は
四
百
十
三
件

で
百
十
四
件
の
増
加
で
、
全
体

の
四

O
軒
を
占
め
ま
す
。
火
-

金
曜
日
は
要
注
意
日
で
す
。

声
を

学
児
を
持
つ
親
は
、
通
学
路
を

確
認
し
た
り
、
親
が
実
際
に
道

路
上
で

「止
ま
る
、
見
る
、
待

つ」

を
具
体
的
に
手
本
を
示
す

な
ど
、
子
供
に
ど
う
す
れ
ば
よ

い
か
、

一
緒
に
考
え
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
子

供
の
交
通
事
故
が
、
自
宅
近
く

で
起
き
て
い
る
こ
と
を
再
認
識

す
る
こ
と
で
す
。

子
供
が
交
通
事
故
に
よ
っ

て
、
大
切
な
生
命
を
奪
わ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
守
っ
て
あ

げ
ま
し
ょ
う
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
は
、

昭
和
六
十
年
九
月
か
ら
接
務
化

が
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
最
近
は

シ
l
ト
ベ
ル
ト
の
活
用
が
守
ら

れ
ず
、
死
亡
事
故
の
増
加
す
る

原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
の
シ
1
ト
ベ
ル
ト
の
者

用
率
は
、
昭
和
六
十
三
年
の
一

般
道
路
で
九
五
軒
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
着
用
し
て
い
た
も
の
が
、

平
成
五
年
秋
で
は
、
七
二
刑
判
に

低
下
し
て
い
ま
す
。
同
乗
者
も

同
じ
で
九
三
軒
か
ら
六
ニ
軒
に

落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
逆
に
、

死
亡
者
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

死
亡
事
故
の
七
八
計
が
シ
1
ト

ベ
ル
ト
の
非
着
用
者
で
す
。

大
切
な
生
命
を
守
る
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
シ
l
ト
ベ
ル
ト
を
着

用
し
て
く
だ
さ
い
。

• 
親善公演で渡米する湘南座、市民妥JIIポ

ン
を
'

J

レ

材
4
1

一
取
し

ロ
'
h
い

市

れ

願

都
中
市
お

妹

度

に

嚇
め
口

カ
吃
悶

座

。

石

南

簡

明

湘

公

パ

楽

笹

川

文

親

さ

女

へ

健

乙

市

嶋
ス

水

女
性
が
文
楽
人
形
を
操

る
平
塚
の
郷
土
芸
能

「乙

女
文
楽
」
湘
南
座
が
親
善

公
演
の
た
め
渡
米
す
る
。

四
月
五
日
か
ら
十
六
日

h
p
ま
で
、
十
日
間
の
日
程
で

惨4
司

4

司
米
国
カ
ン
ザ
ス
州
の
姉
妹

‘

都
市
ロ
ー
レ
ン
ス
市
や
、

一
パ
l
ミ
ン
グ
ハ
ム
市
な
ど

一
で
七
回
の
公
演
を
す
る
。

一

湘
南
座
は
、
高
浜
高
校

一
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
文
楽
を

一
学
ん
だ
女
生
徒
が
「
卒
業

一
後
も
活
動
を
続
け
た
い
」

一
と
望
ん
だ
の
が
始
ま
り
。

一
こ
れ
を
知
っ
た
市
職
員
の

一
O
B
で
、
現
役
の
と
き
か

一
ら
郷
土
芸
能
の
伝
承
に
力

一
を
注
ぎ
、
義
太
夫
(
ぎ
だ

一
ゅ
う
)
の
心
得
も
あ
る
平

一
野
博
さ
ん
(
座
長
)
が
願

一
い
を
か
な
え
よ
う
と
平
成

一
二
年
三
月
に
結
成
し
た
。

一

今
回
の
訪
米
は
、
平
野

一
さ
ん
の
知
り
合
い
で
、
ロ

一
1
レ
ン
ス
市
に
あ
る
カ
ン

一
ザ
ス
州
立
大
学
の
ア
ン
デ

・
ィ
・
椿
教
授
と
ア
ラ
パ
マ

• • 

渡米する湘南座のみなさん

州
に
あ
る
ア
ラ
パ
マ
大
学

の
宮
川
一
郎
教
授
(
平
塚

市
明
石
町
出
身
)
の
二
人

か
ら
誘
い
を
受
貯
た
の
が

き
っ
か
け
。
一
行
は
総
勢

十
二
人
で
出
発
す
る
。

文
楽
は
一
体
の
人
形
を

三
人
で
操
る
の
が
普
通
だ

が
、
こ
れ
を
女
性
一
人
の

人
形
遣
い
で
こ
な
し
、
三

味
線
と
議
太
夫
を
入
れ
て

演
ず
る
の
が
特
徴
。

取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
感
じ
た
こ
と
は
、
貿
易

摩
擦
や
ス
ー
パ
ー
三

O
一

条
発
動
な
ど
、
日
米
間
で
は

問
題
が
多
く
あ
る
が
そ
の

根
本
は
お
互
い
が
お
互
い

を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
か
。
固
と
固
と

の
部
分
的
な
問
題
と
い
う

よ
り
も
、
人
と
人
と
の
問

題
で
あ
り
、
生
活
も
環
境

も
歴
史
も
違
う
日
米
の

人
々
が
、
お
互
い
を
良
く

知
り
合
う
こ
と
か
ら
解
決

の
糸
口
が
み
つ
か
る
よ
う

に
思
う
。
そ
う
い
う
意
味

で
、
今
回
の
よ
う
な
知
り

合
う
場
を
た
く
さ
ん
作
っ

て
い
く
こ
と
は
、
大
事
な

こ
と
だ
と
思
う
。
文
化
交

流
を
通
じ
て
人
と
人
と
が

仲
良
く
な
り
、

そ
れ
が
国

と
固
と
を
結
ぶ
力
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

.
 

• 
・



(2) 平 成 6年 3月寸 5日

市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
交
通
事
故
に
あ
っ
た
と
き
、

お
互
い
に
助
防
合
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
平
塚
市
交
通
災

智
共
済
制
度
を
設
目
見
舞
金
を

支
給
し
て
い
る
。

な
お
、
今
ま
で
の
加
入
申
し

込
み
は
、
自
治
会
を
通
し
て
の

団
体
申
し
込
み
と
、
個
人
申
し

込
み
と
が
あ
っ
た
が
、
平
成
六

年
度
か
ら
個
人
申
し
込
み
の
み

に
変
更
と
な
る
。
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
に
。

加
入
の
申
し
込
み
は
四
月
か

ら
で
き
る
が
、
共
済
期
間
が
五

月
一
日
か
ら
始
ま
る
た
め
、
四

月
中
は
予
約
申
し
込
み
期
間
と

な
る
。
四
月
に
加
入
申
込
曹
を

各
家
庭
に
郵
送
す
る
の
で
、
掛

金
を
添
え
て
、
市
内
の
金
融
機

関
(
郵
便
局
を
除
く
)
か
、
市

役
所
会
計
課
窓
口
で
お
申
し
込

広報ひらつか

す~通災害共済の加入方法

第 5 23号

口
は
窓

た
課

ま
計

開
会

機
所

融
役
『
@

金

市
F

み
を
。

マ
加
入
で
き
る
方
市
内
に
住

民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録
し

て
い
る
方

マ
共
済
期
間

5
月
1
日
:
平

成
7
年
4
月
初
日

(
4
月
1
日

か
ら
受
け
付
け
る
)
、
中
途
加

入
は
加
入
日
翌
日
か
ら
期
間
満

了
ま
で

直接申し込み

会加入目別掛金

加入臼 予(~Y.o X.~% %~ぷ Jずl--X9

大 人 500円 375円 250円 125円

老人・身障者 ・納部者 300円 225円 150円 75円

小 人 200円 150円 100円 50円

書類への押臼廃i上
全 体 の44%が印鑑なしで

市では、手続きの簡 紫 化 や 事 務 処 理 の 合 理

化のため岱類への 押印を見直してきている

が、 4月 1日から職員の採用試験申込暫など

142種類について押印を廃止することになった。

既に、施設利用申請 相 や 使 用 料 減 免 申 荷 台

など、 75糊類 につ いては昨年の 7月から廃止

しており、これで市の窓口業務にかかわる44

お、年間で約37万件が 印 鑑 な し で 手 続 き で き

るようになる。詳しくは、企画調整課行政管

理担当(内線326) にお尋ねを。

会今回対象となる主な申請書

職 員採用試験・老人稲毛止措置・保育所入所・

母子寮入寂 ・市営住宅入居 ・幼稚園入凪・土

屋霊園基地使用・資格取得試験 ・使用料等の

減免、猶予 関係官類

マ
共
済
掛
金
大
人
五
百
円
、

老
人
(
河
歳
以
上
)

・
身
体
障

害
者

・
精
神
薄
弱
者
三
百
円
、

中
学
生
以
下
の
方
二
百
円

マ
見
舞
金
死
亡
(
百
万
円
)

1

1
週
間
以
上
1
か
月
未
満
の

障
害
二
万
五
千
円
)
ま
で
の

6
段
階各

地
区
で
加
入

の
受
け
付
け
を

市
内
の
金
融
機
関
、
市
役
所

会
計
課
窓
口
の
ほ
か
に
、
次
の

会
場
で
加
入
の
申
し
込
み
を
受

け
付
け
る
。
こ
の
機
会
に
、
ぜ

ひ
ご
利
用
を
。

マ
日
時
、
会
場

・
4
月
ロ
日
(
火
)
神
田
公

民
館
、
城
島
公
民
館

・
4
月
日
臼
(
水
)
盟
国
公

民
館
、
金
田
公
民
館

・
4
月
M
日
(
木
)
土
屋
公

民
館
、
古
田
沢
公
民
館

・
4
月
四
日
(
金
)
岡
崎
公

民
館
、
金
自
公
民
館
、
旭
北
公

民
館

※
時
間
午
前
9
時
却
分

i
u

時
(
旭
北
公
民
館
の
み
午
後
1

時
加
分

1
3時
叩
分
)

マ
持
っ
て
く
る
物
加
入
申
込

宮
、
掛
金

マ
問
い
合
わ
せ
先
地
域
づ
く

り
課
市
民
生
活
係

(内
線
二
四

四
)

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

児
童
を
考
え
る
主
任
児
童
委
員

四
月
か
ら
主
任
児
童
委
員
制

度
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

こ
の
制
度
は
、
最
近
の
児
童

を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化
か
ら
発

生
す
る
児
童
福
祉
問
題
に
対
し

て
、
地
区
担
当
の
民
生
委
員
児

賞
委
員
と
一
体
と
な
り
活
動
し

て
も
ら
お
う
と
す
る
も
の
。
現

在
市
内
で
二
十
九
人
が
委
嘱
さ

れ
て
い
る
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
何
か
相

談
を
さ
れ
る
と
き
、
ま
ず
近
く

の
民
生
委
員
児
童
委
員
に
連
絡

を
と
る
こ
と
に
な
る
が
、
問
題

が
複
雑
、
長
期
化
し
、
他
機
関

と
の
連
絡
、
調
整
が
必
要
と
な

っ
た
と
き
に
、
協
力
し
て
活
動

す
る
の
が
主
任
児
童
委
員
。
ま

た
、
普
段
に
お
い
て
も
地
区
担

当
民
生
要
員
児
童
委
員
へ
の
援

助
協
力
の
ほ
か
、
関
係
機
関
と

の
連
絡
、
調
整
に
あ
た
る
。

制
度
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
、
福
祉
政
策
課
庶
務
担

当

(
内
線
二
一
七
)
へ
。

平
塚
市
勤
労
者
共
済
会
が
四

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

こ
の
会
は
、
中
小
企
業
事
業

所
で
は
単
独
で
は
行
い
に
く
い

福
利
厚
生
事
業
を
、
事
業
主
、

従
業
員
、
平
塚
市
と
が

一
体
と

な
っ
て
進
め
て
い
こ
う
と
す
る

も
の
。入

会
は
事
業
所
単
位
の
団
体

競

技

場

年

度

会

員

の

募

集

平
塚
競
技
場
で
は
、
年
聞
を

通
し
て
陸
上
競
技
の
練
習
が
で

き
る
年
度
会
品

(
四
月
一
臼
か

ら
平
成
七
年
三
月
三
十
一
日
)

を
募
集
す
る
。

年
度
会
員
に
な
る
と
、
競
技

場
で
決
め
た
練
習
日
(
約
二
百

五
十
日
)
に
入
場
で
き
る
ほ

か
、
陸
上
用
練
習
器
具
や
シ
ャ

ワ
ー
室
な
ど
も
利
用
で
き
る
。

お
申
し
込
み
を
。

マ
受
付
開
始
日

3
月
幻
自

(
火
)

・
時
間
午
前
8
時
却
分

3
午

後
5
時
(
土
、
日
、
祝
日
は
除

く
)

マ
受
付
場
所
総
合
公
園
管
理

事
務
所

マ
年
度
会
費
小
・
中
・

高
校

生
二
千
円
、
一
般
三
千
円

マ
持
参
す
る
物
年
度
会
費
、

学
生
証
(
中

・
高

校

生

の

み
)
、
保
護
者
の
承
認
印

(小

・
中
学
生
の
み
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
総
合
公
園

三 管
三 理
)事

務
所

電
話
35 

ギ
ヤ

の
利

用

受

付

ラ
リ
ー

美
術
館
で
は
絵
画
、
彫
塑
、

工
芸
、
君
、
写
真
な
ど
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
発
表
の
場
と
な

る
市
民
ア
1
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
後

監
査
の
警
ホ

先
日
行
わ
れ
た
定
期
監
査
に

つ
い
て
、
監
査
要
員
小
宮
鹿
司

氏
、
神
部
禎
夫
氏
、
奥
山
晴
治

氏
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

{監
査
公
表
第
お
号
}

マ
対
象
小
学
校
9
校
(
富
士

見
、
花
水
、
中
原
、
城
島
、
岡

崎
、
金
田
、
土
屋
、
吉
沢
、
な

で
し
こ
)
、
中
学
校
5
校
(
太

洋
、
浜
岳
、
仲
間
、
土
沢
、
金

目
)
、
幼
稚
園
3
園
(
ひ
ば
り
、

土
屋
、
城
島
)
、
公
民
館
5
館

(
松
原
、
富
士
見
、
大
野
、
金

目
、
旭
北
)

勤
労
者
共
済
会
が
発
足

業
主
と
従
業
員
。
現
在
、
加
入

の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
。
ぜ
ひ
ご
加
入
を
。

マ
事
業
内
容

パスツアー、宿泊ツアー、スポー

ツ大会などの楽しい理解覇権に、割安な

費用で参加することができる。

期
分
(
十
月
五
日

3
平
成
七
年

三
月
三
十
一
日
)
の
利
用
申
し

込
み
を
受
け
付
け
る
。
抽
選

マ
利
用
条
件
1
日
単
位
で
最

高
6
日
間

マ
利
用
料
金
室

一
万
円
、

A

室
六
千
円
、

B
室
四
千
円

マ
申
込
期
間

4
月
1
日
(
金
)

1
m臼
(
日
)

マ
申
込
先
美
術
館
(
屯
話
お

l
一
一
一
一
一
)

働〈人のために
加
入
で
、
対
象
は
従
業
員
が
三

百
人
(
卸
し
売
り
業
は
百
人
、

小
売
り
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
は

五
十
人
)
以
下
の
事
業
所
の
事

マ
結
果
①
予
算
の
執
行
、
収

入
支
出
事
務
お
お
む
ね
適
正

に
処
理
さ
れ
て
い
た
②
物
品

の
出
納
保
管
良
好
に
行
わ
れ

て
い
た
③
施
設
の
維
持
管
理

お
お
む
ね
良
好
に
行
わ
れ
て
い

た
{監
査
公
表
第
1
号
}

マ
対
象

平
塚
市
社
会
福
祉
協

議
会
に
お
け
る
補
助
金
執
行

マ
結
果
お
お
む
ね
良
好
に
行

わ
れ
て
い
た

{監
査
公
表
第
2
号
}

マ
対
象
湘
南
農
協
ほ
か
日
団

体
に
お
け
る
補
助
金
執
行

マ
結
果
良
好
に
行
わ
れ
て
い

た

①
慶
弔
給
付
事
業
お
祝
い
ご

と
や
お
見
舞
ご
と
が
あ
っ
た
と

き
に
給
付
さ
れ
る

(結
婚
祝

金
、
出
産
祝
金
、
銀
婚
祝
金
、

住
宅
災
害
見
舞
金
、
死
亡
弔

慰
金
な
ど
)

②
福
利
厚
生
事
業
余
暇
を
有

効
に
利
用
で
き
る
耶
業
を
予
定

(レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・剖
引
・

文
化
教
養
・
宿
泊
補
助
・
健
康

管
理
増
進
事
業
な
ど
)

③
融
資
あ
っ
せ
ん
事
業
生
活

資
金
が
低
金
利
で
借
り
ら
れ
る

マ
会
費

1
人
月
額
七
百
円
、

入
会
金
1
人

一
千
円
(
な
お
、

入
会
金
の
全
額
と
会
費
の
2
分

の
l
は

4
業
主
の
負
担
)

マ
問
い
合
わ
せ
先
勤
労
会
館

(
電
話
詑
l
三
三
五
五
)

市
民
相
談
室
(
市
役
所

)
n
i
-
-
一
一
・
内
線
二
九
三

O
人
権
法
律
相
談
・
行
政
相
談

3
月
日
日
(
火
)
、
4
月
5

日

(火
)
日
時
3
日
時

。
一
般
法
律
相
談
似
週
水
附
U
は
時
1
M時
、
予
約
制

。
登
記
供
託
測
賓
相
談

4
ハ
u
n
H
(
金
)
日
時
S
M
時

。
住
宅
相
絞

っJ
川
日
日
(
火
)
は
時

s
m時

。
発
明
考
案
特
許
相
談

4
川
4
H

(パ
)
叩
時
3
日
時

。
下
請
取
引
相
談

3

川
口
川

(木
)
日
時
叩
分
i
M時

。
定
例
年
金
相
談

4
川
同
日

(本
)
川
時
1
日
時

。
消
費
生
活
相
談
何
辿
金
附
H
9
時
t
同
時

。
一
般
市
民
相
鮫
師
山
川
S
A
t附
H
9
時
1
日
時

青
少
年
相
談
室
(
市
民
セ
ン
タ
ー
)
M
l七
三
一
一

0
・同
少
年
相
談

毎
週
川
1
4屯附
H
9
時
ら
問
時
却
分
(
土
曜

け
は
は
時
S
M時
却
分
)

。
悩
み
ご
と
は
n
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
。

お

l
七
八
三
O

縦
迎
川
3
4淑
附
け
9
時
t
，M
時
初
分
(
土

山

m
H
は
日
時
5
同
時
制
分
)

談相市福
祉
会
館
お
l
二
三
三
三

。
専
門
(法律、

金
融
、
住
宅
、
医
療
)
相
較

4
月
M
口
(
木
)

日
時
却
分
1
日
時
却
分
、
予
約
制

。
生
活
支
援
相
談
何
迎
川
1
4屯附
H
8時
却
分
1
口
時

。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
似
迎
川
3
金
附
N
8時
却
分
1
口
時

。
結
婚
相
談
似
山
川
附
け
川
川
町
e
E
同
時

(第
3
U
曜
日

は
除
く
)

O
母
子
相
談

毎

迎

川

1
4虫附
H
9時
3
M時

。
家
庭
児
童
相
談

結
迎
川
1
4屯附
H
9
時
t
M
時

。
婦
人
相
談

4
川
同
川

(
本
)
川
時
6
3
同
時

。
高
齢
者
職
業
相
談
何
辺
川
3
金
附
け
9
時
却
分
S
M時

子
ど
も
教
育
相
談
セ
ン
タ
ー
(
崇
善
小
学
校
北
側
)

お

l
六
O
一二

毎
週
川
1
令
昨
日
9
時
4
3
げ
時
(
屯
諸
に

よ
る
相
談
は

ω辿
パ
1
土
附
ハ
9
時
1
口

時
)
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農
作
業
の
体
験
講
座

畑
で

一
緒
に
汗
を
流
そ
う

平成6年 3月 15日

農
作
物
を
育
て
る
楽
し
さ
や

難
し
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
こ
う

と
、
今
年
も
良
作
業
体
験
講
座

が
聞
か
れ
る
。

農
作
業
を
す
る
時
間
帯
は
、

一
回
に
つ
い
て
午
前
中
の
約
二

時
間
。
農
家
の
人
が
良
作
業
の

仕
方
を
教
え
て
く
れ
る
ほ
か
、

収
穫
さ
れ
た
農
作
物
は
均
等
に

分
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
広
い
畑

で
一
緒
に
汗
を
流
し
な
が
ら
民

家
の
人
と
も
交
流
で
き
る
よ
い

機
会
と
も
な
る
。
ぜ
ひ
ご
参
加

(3) 

さ
つ
ま
い
も
の
収
穫

マ
日
程
5
月
日
日
1
8
月
刊

自
の
水
昭
目
、
全
9
回

・
時
間
午
後
2
時
3
4
時

マ
部
師

市
役
所
各
担
当
部
長

マ
教
材
費

三
百
円

{
宮
沢
賢
治
・
イ
l
ハ
ト
l
プ

の
世
界
】

募
集
印
人

マ
日
程
5
月
ロ
ロ
1
1
月
四

日
の
木
曜
日
、
全
日
回

・
時
間
午
後
2
時
3
4
時

マ
講
師
自
由
学
園
女
子
短
期

大
学
助
教
授
精
詰
静
子
さ
ん

マ
教
材
質
六
百
円

【
地
球
環
境
を
考
え
る
・
今
私

た
ち
の
周
り
で
は
}
募
集
別
人

マ
日
程
5
月
初
日
3
7
月
却

日
の
金
曜
日
、
全
6
回

・
時
間
午
前
日
時
1
ロ
時

マ
諮
師
日
本
自
然
保
護
協
会

自
然
観
察
指
導
員
常
盤
博
氏

・
教
材
質

三
百
円

。
市
民
ア
カ
デ
ミ
ー

【
フ
ラ
ン
ス
家
庭
料
理
}
募
集

初
人

マ
日
程
5
月
四
口
1
7
月
四

日
の
木
曜
白
、
全
6
回

・
時
間
午
前
日
時
1
午
後
0

時
却
分

マ
講
師
料
理
研
究
家

秋
本

和
子
さ
ん

マ
教
材
質
三
百
円
(
材
料
費

は
別
)

{
セ
ル
フ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・

書
く
こ
と
で
自
ら
を
開
発
す

る】

募
集
却
人

マ
日
程
5
月
幻
日
1
7
月
初

日
の
土
曜
日
、
全
日
回

・
時
間
午
後
2
時
1
4
時

マ
鵠
師
玉
川
大
学
文
学
部
助

教
授
渡
辺
康
麿
氏

マ
教
材
費
三
百
円

花
と
緑
A
W
緑
化
ま
つ
り

容
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

毎
年
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
る
緑
化

ま
つ
り
(
四
月
二
十
七
日
1
二

十
九
日

・
総
合
公
園
)
の
主
な

行
事
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
レ
ー
ド
と

闘
芸
緑
化
教
室
に
参
加
さ
れ
る

方
を
募
集
す
る
。
参
加
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
三
月
三
十

一
日

(
木
)
ま
で
に
、
み
ど
り
公
園

課
み
ど
り
推
進
係
(
内
線
四
二

五
)
に
お
申
し
込
み
を
。

{
フ
ラ
ワ
ー
パ
レ
ー
ド
}

花
と
緑
、
環
境
保
全
を
テ
ー

マ
と
し
て
今
回
の
フ
ラ
ワ
ー
ク

イ
ー
ン
賞
品
サ
リ
オ
さ
ん
を
先

頭
と
し
た
路
上
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
パ
レ
ー
ド
。

マ
日
時
4
月
却
臼
(
祝
)
午

後
1
時
初
分
3
2
時

マ
コ
l
ス
総
合
公
園
内
悶
路

マ
内
容
音
楽
隊
、
バ
ト
ン
、

仮
装
な
ど

[
園
芸
緑
化
教
室
一

マ
日
時
4
月
お
日
(
木
)
午

前
日
時
泊
分
'
・
3
U
時

マ
会
場
総
合
公
園
内
野
外
ス

テ
ー
ジ

マ
定
員
二
百
人
(
先
岩
順
)

マ
講
師
東
京
農
業
大
学
講
師

高
橋
栄
治
氏

マ
内
容
小
果
樹
の
手
入
れ
と

楽
し
み
方

{
ト
l
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
・

基
本
の
筆
づ
か
い
を
マ
ス
タ
ー

す
る
}
募
集
加
入

マ
日
程

5
月
初
日
1
8
月
四

日
の
金
曜
日
、
全
8
回

・
時
間
午
後
2
時
1
4
時

マ
講
師
ト
1
ル
ペ
イ
ン
テ
ィ

ン
グ
研
究
家
野
村
浩
子
さ
ん

マ
教
材
質

三
宵
円
(
材
料
・

迫
具
代
は
別
)

【
ハ
ン
グ
ル
入
門
}
募
集
却
人

マ
日
程
5
月
M
日
1
2
月
下

旬
の
土
曜
日
、
全

μ
回

・
時
間
午
前
日
時
1
U
時

マ
駒
師
神
奈
川
県
国
際
交
流

協
会
金
迅
野
氏

マ
教
材
質
六
百
円

⑥
申
し
込
み

は
が
き
に
希
望
コ

1
ス
名

(
1
人
1
枚
1
コ
1
ス
、
-
人
2

コ
1
ス
ま
で
申
し
込
め
る
)
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
屯
話
番

号
、
勤
務
先
を
記
入
し
、
4
月

2
日
(
土
)
ま
で
に
、
一
T

加
平

塚
市
追
分
1
l
m

中
央
公
民

館
(
屯
話

M
I
-
-
一
一
一

)へ。

抽
選

課
税
台
帳
の
縦
覧
を

四
月
一
日
(
金
)
か
ら
、
固

定
資
産
課
税
台
帳
が
ご
覧
に
な

れ
る
。こ

の
台
帳
は
、
み
な
さ
ん
の

土
地
、
家
引
也
、
償
却
資
産
な
ど

に
対
し
て
、
平
成
六
年
度
の
固

定
資
産
税
と
都
市
計
画
税
の
基

礎
と
な
る
額
を
決
め
、
登
録
し

た
も
の
。
希
望
さ
れ
る
方
は
、

印
鑑
を
お
持
ち
に
な
り
、
資
産

税
課
慾
円
へ
。

マ
期
間

4

月

1
日
(
金
)

1
初
日
(
水
)

・
時
間
午
前
8
時
却
分
1
午

後
5
時

マ
ご
覧
に
な
れ
る
方
①
資
産

所
有
者
②
所
有
者
の
同
居
親

族
、
納
税
竹
理
人
、
法
定
代
思

人
③
所
有
者
の
委
任
状
か
同

意
科
を
お
持
ち
の
方

マ
問
い
合
わ
せ
先
資
産
税
課

償
却
資
産
係

(内
線
二
九
二

軽
自
動
車
の
廃

車
手
続
き
を

軽
自
動
車
を
廃
車
す
る
と
き

は
、
四
月

一
日
ま
で
に
手
続
き

を
す
る
と
平
成
六
年
度
の
軽
自

動
車
税
は
か
か
ら
な
く
な
る
。

問
∞
以
下
の
原
動
機
付
き
自

転
車
な
ど
の
小
型
特
殊
自
動
車

を
廃
車
す
る
と
き
は
、
標
識
、

標
識
交
付
証
明
啓
、
印
鑑
を
お

持
ち
に
な
り
、
市
民
税
課
税
制

係
(
内
線
二
六
八
)
へ
。

な
お
、
こ
の
ほ
か
の
軽
自
動

車
を
廃
市
す
る
と
き
は
、
次
の

場
所
で
手
続
き
を
。

。
二
輪
車
(
凶
∞
以
上
)

相
模
自
動
車
検
査
登
録
事
務

所
(
愛
川
町
中
津
字
桜
台
七
一

八一

・
屯
話

O
同
六
ニ
|
部
|

O
O八
五
)

。
三
輪
車、

四
輪
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
(
綾
瀬

市
小
園
八
四
七
l
四
・
電
話
O

四
六
七
l
mm
|
八
八
四

O
)

道
路
用
地
は

非
課
税
に
な
る

所
有
し
て
い
る
土
地
の

一
部

が
公
衆
用
道
路
と
し
て
使
用
さ

れ
て
い
る
方
は
、
そ
の
道
路
部

分
を
分
唱
し
、
由
党
記
が
完
了
し

た
と
き
に
届
け
出
を
。
公
共
迫

(気nO~閃)

(笈1l2lt!D
(第12期)

(気'}4 l凋)

c;n 4 w:J) 

3月納期の市税・手数料

。 対象税等

・ 怪]，1:.\';イ悠};~仇H倹平~

• 1'1<出 i年金保険料

. I'，'1刺し1ポ従:，1:手数料

. I'，'JMし保ごみ定額手 数料

.公共下水辺侠llJ料

。納期最終日 3月31日(木)

年金・国保の届けは忘れずに

【国民年金】

就職、結婚、退職など、界は人生の大きな

節 11の多い 季 節 。 特 に 今校卒業する学生は社

会 人へのスタ ートとなるが、同時に国民年金

の手 続きも必要となる。

将来、 確尖に年金 を受けるためには正しい

手続きから 始 ま る。良い人生をずっと支え続

ける同民年金。次のようなときは、必ず保険

年 金線年金係(内線251) にftIiけ出を。

命 20歳(厚生年金保険、共済組 合 に 加 入 し て

いる方は除く)になったと き 例 え ば 、 学生

時代に保険料を納めていないと、 40年後に受

け取る老齢基礎年金737，300円(平成 5年度

制)は約37，000円減額となる。

カ厚 生年金保険、 共済組合について

• ))11人したり、やめたりし た と き

・加入している万の被扶炎名となったとき

(結姉、収入の減少など)

• )JIl人しているJjの扶後からはずれたとき

(離断、収入の削力11など)

公第 3号被扶養者(サラリーマンの奥さん)

の配偶者が会社などを変わったとき

【国民健康保険】

i刈民健康保険に加入しているt.1t帯の中で、

社会保険に加大したなど、 Ilt)，j~内に異動があ

ったときは、 1411以内に 保険年金諜保険税係

(内線248) に届け出を。

路
と
し
て
の
袈
件
が
あ
る
土
地

に
限
り
、
届
け
出
の
翌
年
度
か

ら
非
課
税
扱
い
に
な
る
。
資
産

税
課
土
地
係
(
内
線
二
八
八
)

に
お
尋
ね
を
。

選
挙
標
語
の
入

賞
者
が
決
ま
る

平
塚
市
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
が
選
挙
標
語
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、

二
十
点
の
応
募
が
あ

り
、
審
査
の
結
果
、
次
の
方
々

が
入
位
さ
れ
た
。
(
敬
称
略
)

マ
最
優
秀
日
「
こ
の

一
票
話

ら
し
の
原
点
政
治
の
起
点
」

清
水
陸
(
座
岡
市
)

マ
優
秀
賞
小
林
重
美
(
見
附

町
)
、
森
田
鹿
美
(
小
鍋
島
)

マ
優
良
口
市
川
憲
子
(
大

島
)、

成
瀬
英
代
子
(
錦
町
)

ひとり親家庭のみ窓さんへ
⑨ 児 童 扶 養手 当制度

父Iせの離師、父の死亡などによって父と

一緒に生活していない児慌に F吋を文給す

る;I;IJ度。 ill朕年金・受給特等は除く。

⑨医療費問成制度

付 予、父子 家庭などのひとり税家庭の}J

が医 -nにかかったとき、医割完封のうち、氏

械保険の白己 負担額が無料になる制度。

中
央
公
民
館
で
は
、
平
成
六

年
度
前
期
市
民
大
学
講
座
と
市

民
ア
カ
デ
ミ
ー
の
受
講
生
を
募

集
す
る
。

・
受
講
資
格

市
内
に
お
住
ま

い
お
勤
め
、
ま
た
は
通
学
し
て

い
る
日
歳
以
上
の
方

。
市
民
大
学
講
座

【
実
践
経
済
入
門

・
人
生
加
年

時
代
の
生
活
設
計
〕

募
集
叩
人

マ
日
程
6
月
1
日
3
7
月
幻

自
の
水
曜
日
、
全
5
回

・
時
間

午
前
叩
時

t
u時

マ
講
師
証
券
広
報
セ
ン
タ
ー

講
師

マ
教
材
質

三
百
円

{
平
塚
市
の
将
来
展
望
】

募
集

印
人

を。マ
期
間
5
月
3
m
月

マ
場
所
平
塚
市
田
村
四
六
五

五
番
地
先
の
燥
地
約

一
千
平
方

川
(
鹿
見
裳
バ
ス
停
か
ら
二
百

M

川
西
側
)

マ
定
員

初
歳
以
上
で
、
平
日

に
5
3
6
回
の
農
作
業
が
で
き

る
方
却
人

(
申
し
込
み
多
数
の

と
き
は
抽
選
と
な
る
が
、
初
め

て
の
方
を
催
先
)

マ
作
る
物
里
字
、
枝
豆
ほ
か

マ
用
意
す
る
物
移
植
ご
て
、

軍
手

マ
参
加

料

無

料

マ
申
込
期
限
4
月
日
日
(
金
)

マ
申
込
先

品
業
委
員
会
事
務

局

(
内
線
三
三
七
)

平塚市職員・嘱託員の募集
。学芸員(民俗) … ・・・ 1人

II?~和初年 7 )J 2 1::l以降の 'J，まれで、. 大

争以 lニのの門過程(短大を除く)をP作業

したザ:;1'(1資格のあるJj。または 3f]に

あ泌する見込みで資格取引J;.!.込みのプJ

【嘱託員】

【市職員1

0歯科技工士…… l人

昭 和41年 7月 2 H以降の生まれで、歯

科 技工士の資格のある方。または 3月 に

歯科技工士養成施設を卒業する見込みで

資棉取得見込みの方

⑨家庭奉仕員派遣制度
世主チ ・父子家庭、主主婦のnが、病気など

のため、日常の家事やγ7児に閑ったとき、

家庭指仕品が身の回りのお世話 をする制

度。

※いずれの制度も所得制限がある

。嘱託歯科衛生士…… 1人

昭 和13年 7月 2白から例年 7月 1日ま

での生まれで、在留科衛生士のまを絡のある

女性

。理学療法士…… l人

昭和44年 7月 2日以降の生まれで、理

学療法士の資格のある方。または 3月に

重量学療法士養成施設を事業ずる見込みで

資格取得見込みの方

詳しい こ と はYt!.fj'i:制祉課(内線216)へ

ご相談を。

⑨申し込み 3月 22日ωまでに市職員は申込山(職員誠にある)を、また嗣任nは市

販の属鹿告を企画部職員飢(内線322) へ提出する。



(4) 平成6年 3月寸 5日広報ひらつか

る
こ
と
に
な
っ
た
。
ス
テ
ッ
カ
ー
が
は
ら
れ
て
い
た
ら
家
に
必
ず
持
ち
帰
り
、
決
め
ら
れ
た
日
時

に
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
詳
し
く
は
、
環
境
衛
生
業
務
課
(
内
線
五
三
O
)
に
お
尋
ね
を
。

ご
み
は
、
私
た
ち
が
日
常
生

活
を
す
る
う
え
で
、
毎
日
必
ず

と
い

っ
て
い
い
ほ
ど
出
る
も

の。
燃
せ
る
と
み
、
燃
せ
な
い
と

み
、
資
源
再
生
ご
み
と
分
別
さ

れ
て
み
な
さ
ん
の
家
庭
か
ら
出

さ
れ
る
ご
み
は
、
決
め
ら
れ
た

収
集
日
に
収
集
車
が
集
め
に
回

り
、
各
ご
み
の
処
理
施
設
で
処

(百トン}
ごみの処理量

640 E二コ燃せるとみ

63コ
---曹主也fJ.1いご砂

62Cコ 「寸「
610 一
6C01 

~ 
40 F 

30 
卜、

20 。
平 2 3 4 
成 年 年 王手
フE 度 度 度
年
度

1年間のうち、 3月と

4月は季節変わりのため

ごみの盆は増大する。

第 523号

理
し
て
い
る
。

処
理
し
た
ご
み
の
盆
を
年
度

別
に
見
て
み
る
と
、
燃
せ
る
ご

み
で
は
、

平
成
元
年
度
に
六
万

二
千
五
百
二
十
J
だ
っ
た
も
の

が
、
四
年
度
に
は
六
万
三
千
七

十
一
ト
ン
と
約
五
百
五
十
ト
ン
増
え

て
い
る
。

一
方
燃
せ
な
い
ご
み

に
つ
い
て
は
、
四
年
度
に
は
三

千
四
百
八
十
四
ト
ン
と
前
年
度
と

比
べ
て
、
約
二
O
軒
減
少
し
て

い
る
。
こ
の
減
少
し
た
理
由

は
、
今
ま
で
燃
せ
な
い
ご
み
と

し
て
出
さ
れ
て
い
た
ご
み
が
、

④牛乳パックは 洗 っ て 切 り 開

き、乾燥させてから出す。雨

の日は出さな い ように

⑤束ねるときは紙ひもか麻ひも

を使う。 ビニールひもは使わ

な い

@ひ'んのふたは取り除く

.~t? 

議事

品:・ 1匂 ，

資源再生ごみの日に出されたごみ食

|制ごill間通ヲて幽されたごみ
〈トン〉

唱2501 1 1849 

句4可98 11825 

14782 11685 

14890 1 1934 

平版元年度

2年度

3年度

4年度

業
者
に
収
集
さ
れ
ず
に
残
さ
れ
た
ご
み
は
、
職
員
に
よ
っ
て
片
付

け
ら
れ
粗
大
ご
み
破
砕
処
理
場
に
運
ば
れ
、
分
別
さ
れ
て
い
る

資
源
再
生
ご
み
や
臨
時
ご
み
と

し
て
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

資

源

ご

み

の

正
し
い
分
別
を

薗

ZJS 

三
月
二
目
、
新
宿
橋
近
く
に

あ
る
ご
み
集
積
所
に
資
源
再
生

ご
み
を
出
し
に
来
ら
れ
た
大
竹

さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「私
が
利
用
し
て
い
る
こ
こ

の
ご
み
集
積
所
は
、
町
内
会
と
子

供
会
か
ら

一
人
ず
つ
、
計
二
人

川の流れに
沿った道

白井良子さん(徳延)

友
人
と
の
夜
の
散
歩
は
四

年
目
に
入
っ
て
い
ま
す
。
河

内
川
に
か
か
る
橋
か
ら
土
手

道
に
折
れ
、
約

一
時
間
歩
き

ま
す
。寒

の
夜
の
川
に
、
え
さ
を

求
め
る
ゴ
イ
サ
ギ
の
姿
は
厳

し
く
哀
(
か
な
)
し
く
切
な

く
て
、
お
し
ゃ
べ
り
も
笑
い

声
も
と
ぎ
れ
る
一
瞬
で
す
。

子
供
が
小
学
生
の
こ
ろ
、

下
校
時
に
屯
を
見
つ
け
た

り
、
大
き
な
フ
ナ
や
ナ
マ
ズ

を
釣
っ
た
り
し
て
驚
か
さ
れ

た
こ
の
川
は
今
懐
し
く
、
速

く
ひ
と
り
住
む
子
供
を
思
う

私
の
胸
の
奥
底
に
、
立
目
す
る

川
で
も
あ
り
ま
す
。
川
の
流

れ
は
絶
え
間
な
く
、
土
手
の

ぬ
く
も
り
と
い
く
つ
も
の
橋

は
、
私
を
開
放
的
に
さ
え
し

す資源再生こ、み回収で・困っている こ と

・資源再生ごみの分別を徹底し、決められた日時に出し j 
j ていただきたい。当日の午前 7 時~8 時30分

i -間違って持って来たごみと資源再生ごみを入れてきた i 
ビニール袋などはお持ち帰りを i 

・ほ か の 地 区 にごみを持っていかないように j 
・臨時 ご み 、 大型ごみは有料で収集している。環境衛生 i 
業務課にお申 し込みを

6私 (
① 天ぷら油はペットボ トルなど 島村ω ; 

のプラスチッ クボトルに入れ
ー

'QV i 
て出す ，兵ク帝 ー一一

②自転車は*ごみ'と袋示する 留し./ F.=Ir- ! 

③アルミ缶は折り曲げ、大きな a函
缶はつぶして 出す。中身は除 戸現

; き、直接専用容器に入れる ト叶

分
別
さ
れ
て
い
る
ご
み
の
み
を

収
集
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、

収
集
せ
ず
に
残
さ
れ
て
し
ま
っ

た
ご
み
は
、
環
境
衛
生
業
務
課

の
不
燃
班
(
燃
せ
な
い
ご
み
収

集
を
担
当
し
て
い
る
職
只
)
が

巡
回
し
、
片
付
け
て
い
る
の
が

現
状
。

四
年
度
は
九
百
三
十
四

トンで
あ
っ
た
が
、
今
年
度
は
二

月
末
で
既
に

一
千
三
十
一
ト
ン
を

超
え
て
い
る
。

ご
み
の
出
し
方
が
悪
い
と
、

ご
み
集
積
所
が
汚
れ
る
ば
か
り

か
、
収
集
業
務
に
も
支
障
が
出

て
く
る
。

そ
こ
で
、
ご
み
の
出
し
方
に

再
生
ご
み
の
出
し
方
。
市
で
つ
い
て
再
確
認
し
て
い
た
だ
く

は
、
資
源
再
生
ご
み
を
古
紙
類
、
た
め
、
四
月
か
ら
各
ご
み
集
積

金
属
類
、
ガ
ラ
ス
類
、
布
類
、
所
に
分
別
指
導
員
が
立
ち
合
つ

実
ぷ
ら
油
に
分
別
し
て
出
し
て
た
り
、
ご
み
担
当
課
職
員
が
巡

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
て
い
回
し
た
り
す
る
ほ
か
、
問
迎
つ

る
が
、

一
部
の
地
区
で
分
別
が
て
出
さ
れ
た
ご
み
に
つ
い
て

悪
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
は
、
間
違
っ
た
理
由
を
示
し
た

し
か
し
、
こ
こ
で
最
近
問
題
資
源
再
生
ご
み
の
収
集
は
業
ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
る
こ
と
に
な

と
な
っ
て
き
て
い
る
の
が
資
源
者
が
行
っ
て
お
り
、
収
集
時
に

っ
た
。
ご
注
意
を
。

棄

の

る

人

乃

若

こ

怠

っ

て

私
は
家
を
出
る
前
に
分
別
し
ま

を

3
6・

4

ノ
〈
E
，

l
I
，

一

す
。
そ
の
方
が
時
間
が
無
駄
に

大
竹
紀
美
代
さ
ん

(
長
持
)
な
ら
な
い
で
す
か
ら
ね
。

が
当
番
制
で
七
時
か
ら
八
時
一
一
一
最
近
の
製
品
は
、

ゴ
ム
や
金

十
分
ま
で
立
ち
会
い
を
し
て
い
属
な
ど
で
複
雑
に
で
き
て
い
る

ま
す
が
、
特
に
資
源
再
生
ご
み
た
め
、
分
別
す
る
の
が
難
し
い

の
と
き
は
大
変
で
す
ね
。

と

き

が

あ
り
、
と
き
ど
き
悩
み

こ
こ
は
、
道
路
沿
い
に
あ
る
ま
す
が
、
わ
か
ら
な
い
と
き
は

た
め
、
ご
み
を
出
す
時
間
帯
よ
環
境
衛
生
業
務
課
に
聞
く
こ
と

り
前
に
、
ほ
か
の
地
区
の
人
が
に
し
て
い
ま
す
。

分
別
し
て
い
な
い
ご
み
を
車
ご
み
を
処
理
す
る
こ
と
は
大

で
来
て
置
い
て
い
く
こ
と
が
あ
変
で
す
。
。
も
し
自
分
が
鎮
め

り
困

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
る
人
だ
っ
た
ら
。
と
考
え
て
と

か
、
集
積
所
に
来
て
か
ら
ご
み
み
を
出
す
こ
と
が
基
本
で
は
な

を
分
別
す
る
方
が
い
ま
す
が
、
い
で
し
ょ
う
か
」

私
の
好
き
な

散

歩

道

• 

• 

て
く
れ
ま
す
。

川
を
渡
っ
て
山
下
団
地
の

パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
へ
と
続
く

桜
並
木
に
、

一
本
の
冬
桜
が

暮
れ
よ
り
咲
き
継
い
で
、

今

月
に
入
っ
て
ち
ら
ほ
ら
と
な

り
容
の
訪
れ
を
感
じ
ま
す
。

容
に
は
こ
の
川
の
合
流
す

る
金
目
川
土
手
の
夜
桜
を
、

互
に
は
平
塚
大
橋
で
、
湘
南

潮
来
か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
る

花
火
見
物
を
、
ま
た
秋
に
は

お
月
見
に
と
い
ろ
い
ろ
楽
し

む
こ
と
の
で
き
る
こ
の
道
。

時
に
は
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム
を

と
り
な
が
ら
の
中
年
ふ
た
り

連
れ
の
夜
の
散
歩
道
は
、

。
女
心
と
秋
の
空。

と
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

地
球
に
優
し
く
と
口
ず
さ

み
な
が
ら
、
迫
か
ら
迫
へ
と

今
日
も
歩
き
ま
す
。

〈募
集
}
日
常
親
し
ん
で
通

る
散
歩
道
を
紹
介
し
て
い
た

だ
く
コ
ー
ナ
ー
。
五
百
字
程

度
の
紹
介
文
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。

。
送
り
先
一

T
m平
塚
市
浅

間
町
9
1
1

平
塚
市
広
報

広
聴
課

「私
の
好
き
な
散
歩

道
」
係

第四回自キス沖釣り大会を開催 社会福祉協議会職員・嘱託員の募集

【嘱託員】

Oデイサービス寮母・・・・・・・・・・・・4人
昭和18年 7月 2日から28年 7月 1円ま

での生まれで高校以上を卒業した女性

。 給食サービス調理員・・一一...1人
昭 病139年 7月 2日から44年 7月 1日ま

での生まれで高校以上を卒業した方

。ホームへjレI~- ...............2人
昭和14年 7月 2白から24年 7月 1E:I ま

での生 まれで高校以ょを卒業した女性

。 白寿荘嘱託員一-…・・…-…… 1人

昭 和18年 7月 2日から33年 7月 1日ま

での生まれで高校以上を卒業した女性

⑨申し込み市販の履皮曾を 3月22日ま

でに社会福祉協際会(包括33-2333)へ

【職員】

O専任職員(一般職〉 …・・….1人

昭和44年 7月 2日以降の生まれで、大

学(短大除く)の社会福祉に闘する学

部、学科を率栄、または 3月に卒然見込

みの方

。 ヘルプコーディネーター...1人
昭和34年 7月 2日以降の生まれで、活

:M9iilまたは保健婦の資格及び智通自動車

免許のある方

。 デイサービス介護職員・・・・・・1人
昭和39年 7月 2日以降に生まれた苅校

を事業した男性で、普通自動車免許があ

り、介護の専門的教育を受けた方、また

は l 年以上介磁施設の業務に従~Jした方

開催日
予定天の場合 5月 7日(土)に順延

競技時間 出船午前8時30分~

釣り場 平塚沖

募集人員高校生以上240人

参加料 5.500円

競技方法さお 1本、針 2本まで、

おもり10-15号、えさ

はジャリメ

審査方法 白キス 5尾までの虫1il

⑨申し込み電話で平塚港釣り宿へ
・浅八丸 電話21-0904 ・庄三郎 丸 f包括21-1012

・庄治郎丸 JJ 21ー 1312 ・豊漁丸 JJ 22-5956 

※問い合わせ 商業観光課観光係(内紛!549)

4月2日(土)



マ
ッ
ト
レ
ス
、
応
接
セ
ッ
ト
な

こ
れ
は
営
業
活
動
に
よ
り

し
た
と
き
(
黄
色
)

こ
の
燃
せ
る
ご
み
は
少
し

ど
の
大
型
ご
み
を
燃
せ
る
と

生

じ

た

ご

み

で

す

お

持

こ

れ

は

燃

せ

る

ご

み

で

づ

っ

出

す

か

、

臨

時

ご

み

み
、
燃
せ
な
い
ご
み
、
資
源
再

ち

帰

り

く

だ

さ

い

す

。
次
の
燃
せ
る
ご
み
の
と
し
て
市
に
申
し
込
み
を

だ

き

た

い

。

生

ご

み

の

自

に

出

し

た

と

き

・
事
務
所
、
庖
舗
な
ど
、
営
柴

田
に
出
し
て
く
だ
さ
い

・
カ
ー
ペ
ッ
ト
、
マ
ッ
ト
レ

ひ
と
り
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
を
(
ス
テ
ッ
カ
ー
は
赤
色
)
活
動
で
生
じ
た
ご
み
を
燃
せ
る
・
燃
せ
な
い
ご
み
、
資
源
再
生
ス
、
ご
ざ
、
布
団
を
小
さ
く
切

守
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減
益
化

こ
の
ご
み
は
収
集
で
き
ま

ご
み
、

燃
せ
な
い
ご
み
、
資
源
ご
み
の
日
に
燃
せ
る
ご
み
を
出
ら
ず
に
出
し
た
と
き
、
ま
た
は

や
資
源
化
に
つ
な
が
る
。
も
う

せ
ん
。
購
入
先
か
処
理
専

再
生
ご
み
の
日
に
出
し
た
と
き
し
た
と
き
(
黄
色
)
大
量
の
小
枝
を
出
し
た
と
き

一
度
ρ

ご
み
収
柴
田
カ
レ
ン
ダ

門
業
者
に
引
き
取
り
を

(
赤
色
)

こ
れ
は
燃
せ
な
い
ご
み
で

(
黄
色
)

1
0
の
碓
穏
を
。

・
タ
イ
ヤ
、
ペ
ン
キ
、
オ
1
ト

こ

れ

は

資

源

再

生

ご

み

で

す

。
次
の
燃
せ
な
い
ご
み
分
別
さ
れ
て
い
な
い
の
で

こ
れ
は
臨
時
ご
み
で
す
。

パ
イ
、
消
火
器
な
ど
を
燃
せ
る

す

次

の

資

源

再

生

ご

み

の

日

に

出

し

て

く

だ

さ

い

収

集

で

き

ま

せ

ん
。
出
し

ス
テ
ッ
カ
ー
を
は
ら
れ
た
ご

持
ち
帰
っ
て
市
に
申
し
込

ご
み
、
燃
せ
な
い
ご
み
、
資
源

の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い

・
燃
せ
る
ご
み
、
資
源
再
生
ご

直
し
て
く
だ
さ
い

み
は
必
ず
家
に
持
ち
帰
り
、
指

ん
で
く
だ
さ
い

再
生
ご
み
の
日
に
出
し
た
と
き
・
燃
せ
る
ご
み
、
燃
せ
な
い
ご
み
の
日
に
燃
せ
な
い
ご
み
を
出

・
分
別
し
な
い
で
ご
み
を
出
し

定
さ
れ
た
日
時
に
出
し
て
い
た

・
机、

い
す

、

た

ん

す

、

位

、

(

赤

色

)

み

の

自

に

資

源

再

生

ご

み

を

出

し

た

と

き

(

黄

色

)

た

と

き

(

黄

色

)

ぴ

ん

は

キ

ャ

ッ

プ

を

は

ず

し

て

資

源

ご

み

も

き

ち

ん

と

分

け

れ

ば

き

れ

い

に

・
芳

九

i.
支

第 523雪

ス
テ
ッ
カ
ー
は
8
種
類

広報ひらつか平成6年 3月 15日(5) 

これでは資源ごみが泣きます。分別を蛍光灯は燃せないごみに容器を重ねたままでは入らない

現
在
の
ご
み
の

分
別
収
集
が
始
ま

っ
て
約
八
年
、
ご

み
集
積
所
が
泣
い

て
い
ま
す
。

ご
み
も
市
民
の

み
な
さ
ん
が
笑
顔

で
持
ち
寄
り
、
分

別
さ
れ
て
資
源
に

な
っ
て
み
な
さ
ん

の
元
へ
戻
る
臼
を

待
っ
て
い
ま
す
。

ア
ル
ミ
缶
は
つ
ぶ
せ
ば
た
く
さ
ん
入
る
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親しむ。遺跡や考古学についての知識を学ぶ。

・活動臼 毎月第 2、第 4土昭日14時 : 小 学 生 以 上 の 方 が対 象。

- 16日寺 : ・活 動 自 月 1回、日曜日

・申込期限 3月23日(水) ・申込期限 4月 5日(火)

【裏打ちの会】 :会春期特別展・太陽活動をさぐる
袈打ちの技術を学びながら、博物館 j

のまま料を裏打ちする。 : 第 22活 動 期 の 特 徴 的 な 活 動 を主題

・活動日 毎月第 4木 昭 日10時 -15時 : に、現代科学が取り組む太陽観測とそ

・申込期限 3月23白(水) : の 成 果 を 展 示解説する。

【漂着物そ拾 う会】 ; ・期間 3月 19臼(土)-4月 10日(日)

平塚海岸に打ち上げられた動植物や; ・会場 博 物 館 特 別 展 示 室
電話32ー 7029

集 めて調 べ て み る 。 ヵ星 を 見 る 会 ・ 太 陽
・活動円 毎月第 2土曜日 9時 30分
- 15時 ; 太陽を眺めてみる。参加自由

・申込期限 3月30日(水) : ・日時 3月29日(火) 13時 -15時

【相模川の生い立ちを探る会】 : ・会場博物館科学教室、屋上

県内各地の野外を観察し、その結果 j 会博物館 j 

を会誌「グリーンタフJにまとめる。 干 制浅間町12-41 屯話33ー 5111 : 

: 223限句評日~~ ~~ヨ・・2ヨ:
【天体観察会】

流長群、昼食などの天文現象を観察 j 会人形劇「天狗のかくれみの」

する。中学生 以上20人。 劇団「只の火」による谷休みの子供:

・活動日 毎月 1回、原則として土曜: 人形劇。

日 ; ・日時 3月29日(火)午前の部11時

・申込期限 4月 13日(水) :-、午後の部14時~

【古代遺跡を探す会】 : ・会場 西国啓館 1階視聴覚室

市内を歩いて土器や石器告を採集し、 定日 各 120人〈先着順〉

.・・・.・・・・.・4・・・..・・・4・・・・・4・4・・・4・・・・・4・4・・・・.・・.~・・4・4・・・4・・・・・・・・・・・.~・4砂。..~・.・4砂4砂

@ 3月20日〈日)10時、 14時、中央館

「グリム名作 ・ズルタンじいさん、つ

ぐみのひげの王様J 45分。3月27日 (日)10時、 14時、中央館

「イソップ物語 ・盗みをした子と母、

毛を刈られ る羊」ほか 46分

ごみ出しも明るく

E 翠

-日 程 4 月~9 月の毎月第 2 、第 4

土昭日{除く 6月11目、 8月13日)、

全 10回

・時間 14時-15時

・定員 小学 3年生以上20人〈先者順〉

・費用 無 料 (ただし、けん玉持参)

公ボランティア養成講習会

会けん玉教室

会アニメ映画会

。4月 3日 (日) 10時、 14時、中央館

「ジャンパルジャン物語J 70分

@ 4月10日 (日) 10時、 14時、中央館

「美しい森の物語・ 王子とマリア」

73~ト

会中央図書館

干 254浅間町12-41

|美術館|

包括31-0415

手話、点字にチャレンジずる。

・日 程 4 月 9 日~5 月 28日の毎週土

I磁臼{除く 4月30臼)、会 7回

・時間 14時-16時

・定員 中、高校生10人〈先着順〉

・費用 1.200円

会青少年会館

干 254浅 間 町12-41

l博 物館|

(臼)

2111 

会市民アートギャラリー

【神奈川写真サロン】、 【染織展】

・期間 3月16日(水) ~20日(口)

【背 い.C..!;アートスクール ・アールヴィ

ヴァン災術展】

・期間 3月25日(金) -27口

【ひらつか3芸術展】

・期間 4月 2日(土) -10円

【湘南市民災術展】

-期間 4月13日(水) -19日

会美 術 館

〒254西八幡1-3-3

(日)

(火)

fl1:f舌35

会平成6年度事業会員を募集

年間を通した事業で会只を募集する

もの。往復はがきに事業名、住所、氏

名、年齢(学年)、電話番号、 18歳未満

の方は保範者名を記入のうえお申し込

みを。

【平塚の空襲と戦災を記録する会】

資料の発掘や聞き取り調査、戦災地

図などを作成する。

・活動日 毎月第 3土昭日13時- 15時

・申込期限 3月23日(水)

【古文.講説会】

市域に残る近世文岱を通して歴史に
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